
高齢者のみならず､全ての世代を包括した健康増進対策により､
健康的で持続可能な社会を構築することが重要です。

出典:②③兵庫県老人福祉計画 (第９期介護保険事業支援計画)､②健康寿命の延伸に向けた効果的な方策の検討 -大腿骨近位部骨折と生活習慣の相関関係の分析比､
①③④⑤R3(2021)年度ひょうご栄養・食生活調査

食塩摂取量が
多く目標値を
3g上回る

全国と比べ大腿
骨骨折発生率が
男女とも高い

高齢者のフレイル
認知度が低く

低栄養傾向者が多い

食生活改善に
関心無し・改善意欲
無しの人が多い

若年女性の
やせが多い
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食環境づくりに取り組む理由

食生活改善に関心無し・改善意欲無しの人が多い

R3年度ひょうご栄養・食生活実態調査

食習慣改善の意思（20歳以上、性別）
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改善することに関心がない 関心はあるが改善するつもりはない
改善するつもりである（概ね６ヶ月以内） 近いうちに（概ね１ヶ月以内）改善するつもりである
.既に改善に取り組んでいる（６ヶ月未満） 既に改善に取り組んでいる（６ヶ月以上）
食習慣に【問題はないため改善する必要はない 無回答

4

食生活改善について｢関心が無い｣｢改善するつもりはない｣と回答した人は、男性
42.9％、女性41.0％。関心が薄い層へのアプローチ方法が課題といえる。
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食環境づくりに取り組む理由

若年女性のやせが多い

R3年度ひょうご栄養・食生活実態調査

5

やせ(BMI18.5未満)の女性は、20歳代が最も多く22.7％。全国値20.7%(R1:年齢調
整無)を上回っている。10代後半の女性も全国値21.0%を上回っている。
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ひょうご健康的な食環境づくりプロジェクト
~安心して長生きできる健康的で持続可能な社会~

年齢､性別､経済状況､健康関心度等にかかわらず､誰もが自然に健康的な食品に手が伸び､健康が
身近である社会をつくることにより､健康寿命(平均自立期間)が延伸することを目標に活動します。

健康的な食品に手が伸び
意識しなくても健康に

兵庫県の健康課題

客観的な視点から信頼性のある情報を生活者へ発信､
多面的な情報を各方面の事業者へ紹介等 メディア

食品製造･配食事業者 消費者流通事業者

開発
塩分控えめ加工食品、たんぱく
質が十分にとれる惣菜､栄養ﾊ゙ﾗﾝｽ
に配慮した弁当等

販促
商品パッケージ･ポップに
よる訴求､従来品と
同等価格の設定等

活用
理念を受け取る､商品やサービ
スを､総合的に評価する､取組み
に対する興味､関心の芽生え

プロジェクトの推進を支援学識･関係団体･県

減塩 ﾌﾚｲﾙ予防 栄養ﾊ゙ ﾗﾝｽ 若い女性のやせ

産学官と消費者(県民)による協働 事業者の多面的な
活動

主体的で豊かな食･健康につながる情報共有主体的で豊かな食･健康につながる情報共有
現状 目標

健康
寿命

男
女

80.41歳
84.93歳

81.16歳
85.68歳



令和6年度の活動

運営会議 組織運営のため、国の健康政策や事業者連携等に関し知見
を有する方へ出席を依頼

意見交換会 セミナー､イベントなどの企画調整、開催

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運営会議 第1回 第2回

意見交換会 意見
交換会

意見交換会
(ｲﾍﾞﾝﾄ準備)

セミナー
ｷｯｸｵﾌｲﾍﾞﾝﾄ ｾﾐﾅｰ ｷｯｸｵﾌ

ｲﾍﾞﾝﾄ

事業者募集 第2期 第3期

事業者募集 理念に賛同し活動する事業者の募集(相談は随時受付)
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メディア
・本プロジェクトの取組・意義を広める

ひょうご健康的な食環境づくりプロジェクト ロジックモデル（案）

アウトカム

健康寿命の延伸
※１

中間アウトカム（対象者の変化）アウトプット個別施策

※１ 兵庫県健康づくり推進実施計画（指標、取組方針）
※２ 兵庫県食育推進計画（指標）
※３ 兵庫県循環器病対策推進計画（指標）
※４ 兵庫県版フレイルチェック票（質問項目）
※5  ひょうご栄養・食生活実態調査報告書
※６ 特定健診問診票

• 低栄養傾向の
高齢者の割合
の増加抑制 ※１

• たんぱく質摂
取量の増加※5

• 食塩摂取量の
減少※１･３

• 適正体重を維
持している人の
割合の増加 ※１

• 若年女性のや
せの減少

・健康に配慮した食品の認知度向上
フレイルの認知度の向上 （約半
数→増加）※1・４

適正体重の認識の向上
健康無関心層の減少 （9.2%→
減少）※１

意識･態度･行動

Ｒ６．９月時点

・新たな商品・メニュー開発
・消費者へのPR

事業者の実績
・取り組みへの助言

学識経験者

食品流通事業者
・健康に配慮した商品の販売 ・プロジェクトへの参画事業者

数の増加

・プロジェクト関連イベント
イベント数の増加
広報の増加
広報閲覧数の増加
参加者数の増加
（事業者、消費者）

・取り組み内容
コラボ商品の増加
開発メニューの増加

プロジェクトの実績

・健康に配慮した商品の製造

食品製造・配食事業者

健康状態・食習慣

カッコ内数値
（R3 → 兵庫県R8、10目標値）

・減塩、フレイル予防の啓発活動

関係団体等 つなぐ

学ぶ

作る

届ける

県（県庁等）
・本プロジェクトの推進

仕掛
ける

販
売・
製造

・健康状態がよい人の増加※４

・６ヵ月で２kg以上体重減少のある
方の減少※４

・女性のやせの減少に取り組む市町
の増加※１

・１日３食きちんと食べている人の
増加※４

・朝食を抜くことが週３日以上の人
の減少※６

・主食・主菜・副菜を１日２回以上、ほ
ぼ毎日食べる割合の増加
（37.5％→75％以上）※１・２

・食塩摂取を控えるようにしている
人の増加※６

・野菜摂取量の増加
（314.3g→350g）※１

関心がある県民
・PJに賛同して他の県民に広める

広める

その他事業者（保険・金融）
・PJに賛同して参画企業を支援する

支える

広める

市町
・県・事業者の取組を住民に広める

広める

経
験

習
慣
化

ターゲットの行動変容ステージ

食品（食材・料理・食事）

美味しく、手軽に減塩やたんぱく
質摂取ができる商品が入手できる。
（例：豊富な品揃え・多様な店
舗）

減塩やたんぱく質摂取ができる食
品を手に取る・食べてみる機会が
ある。（例：試食・イベントで体
験）

継続的に購入できる。(例：販促
方法、購入しやすい量・安定した
価格等の工夫、商品の改良）

知
識

情報（知識・スキル）

自らに適した栄養・食生活に関す
る情報が入手できる・相談できる。
（例：食育活動、セミナー、勉強
会・食品表示、CM、HP）

消費者に情報を届けるための場・
媒体・機会がある。
（例：特設コーナー・キャンペー
ン、チラシ、SNS）

メディアリテラシーを身につけている。
自らの食生活をチェックし、アドバイ
スが受けられる。

• 心疾患、脳血
管疾患死亡率
の減少

• 要介護率の減
少

購
入

習慣
化

行
動

経
験


